





































































































































































































































































点が 20（標準点４）、行動力得点が 11（標準点２）、養育性得点が 18（標準点３）
のレーダーチャートである。この場合、人の感情や気持ちを自分のことのよう
に感じる傾向が強く、人に同情的で、人の気持ちを大切にできる傾向が強い。
また、対人関係に積極的で広く人々と交流する特徴もある。その反面、自分の
関心のあることは熱心に行うが、他人のことには、自分と利害のある部分以外
は関心を示さない傾向が強い。また新しいことに自分から積極的に取り組むこ
とができない。
（実際の実技科目における特徴）
　真面目に取り組むが、自分の範囲内で行動している。例えばできることは努
力するが、苦手なところはなんとなくこなし、技術を高める工夫や努力はあま
り感じられない。また表情は控えめで出さない分、自分の中に秘めた強さがあ
り、しっかりと確実に前進しようとする様子が伺える。
（ピアノの授業の場合）
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図５-4　個人サンプル４
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　授業に対して大変積極的という訳ではないが、芯の強さが感じられ、自分の
課題に対してコツコツと取り組むことができる。また、人に対して教えてあげ
たりすることはできるが、自ら工夫したり、グループ学習や人とコミュニケー
ションを取りながら一緒に進める活動は苦手なように見受けられる。
Ⅳ  考察
　本研究では藤村（2012）が新しく研究開発した保育者特性インベントリィ
（NTI）を本学幼児教育学科の本ゼミナールの 1 年生９名に実施を試みた。実
施は入学した４月に実施し、結果はその場で学生各自が集計し、判定結果を確
認した。またこの結果は、ゼミナール担当教員と、各学生が情報を共有できる
ように、面談時に説明を加え、各自のキャリア手帳に添付し、必要に応じて活
用できるようにした。
　保育者を目指す学生が入学時にどのような行動傾向があり、特徴が見られる
のかについて、これまでは授業での取り組みなどからある程度感覚的に把握し
ていた。特に実技系の科目においては、各学生の動きの特徴や行動、課題への
取り組みなどから判断し、指導に活かす場面が多かった。しかし可能な限り、
ある一定の尺度で診断できる数的なデータを活用することで、入学時の段階で
各学生の特徴を理解し、学習支援や実習指導、さらにはキャリア教育に役立て、
２年間という限られた期間でより成長を促すことのできる指導の方法を見出す
ことができればと考え実施を試みた。
　実施後、診断結果は学生と教員とが互いに理解しやすい内容であり、面談時
や個別の学習指導においてとても有効であった。また特に養育性の項目におい
ては、子どもに関わる場面での特性であり、教育実習や保育実習等に行く前に
各学生が自身の特性を把握できていることは重要であり、弱い部分は早い段階
に指導内容に取り入れ、学生同士の関わりや、子どもとの関わり方など、特に
対人関係の部分を成長できるよう支援方法を工夫した。
　さらに、NTI プロフィール診断結果と実際の授業から見えてくる行動の特徴
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を合わせて見ていくと、各学生の学習への取り組みや対人コミュニケーション
の場面での行動がより鮮明に理解できることが分かった。例えば個人サンプル
１の結果では、因子水準評価が、３項目とも平均的と評価される標準点３点以
上であり、全体的に評価が高い。しかし、標準点３点であった行動的・積極性
の項目においては他の項目と比較すると劣っている部分であり、実際の実技場
面での特徴からは、積極性に関してもっと意欲的な態度が期待されており、気
になる点として、また努力項目として指摘されている。このことからも、今回
の NTI 判定表の結果において、平均的とされる標準点３点または３点以上で
あっても、他の項目や全体を総合的に見た場合、点数が低い項目に関しては、
授業や実習を通して学生自身の努力や教員側の支援が重要であり、いろいろな
場面から成長を促すことが望まれる。
　最後に、今回の試みから入学の早い段階から、各学生の特性を一定の診断結
果から学生自身が理解し、自己開発の一つとして活用できること。また、教員
側の指導にいかせる可能性が確認できた。これまで小笠原・金谷（2013）の
保育者養成における新入学生の意識調査から、入学当初の学生の意識を把握す
ることから始め、求められる保育者像に自らを育てようとする意識を、実習を
通して養っていくこと述べている。このことからも、今後は入学時の本学幼児
教育学科の全学生を対象にした導入も検討し、各学生、各教員が有効な活用方
法をさらに見出し、実践できればと考えている。また２年間の本学での学びや
教育実習・保育実習で得た体験から、この診断結果のどの項目がどの程度変化
するのか、卒業後の進路との関係についてなど、保育者養成校として学びの成
果をまとめていくことも重要と考え、今後の課題としてあげておく。
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